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2月中、おかやま信用金庫金川支店では、「未払い金が

ある。」などの電話を受けて入金のために来店した来店客
が振込用紙の受取人欄に日本人名をカタカナで記載したこ
とに対応した職員が不審を抱き、警察に通報するなどして
架空料金請求詐欺を未然に防止することができました。
また、セブンイレブン総社窪木店、ローソン鏡野町女原

店等では、電子マネーカードを購入しようとした来店客に
店員が声を掛けたことにより、架空料金請求詐欺被害を未
然に防止することができました。このほかにも、金融機関
やコンビニエンスストアで合計22件の特殊詐欺被害を未
然に防止することができました。

手口ピックアップ！

ココに｢技あり｣！

振込用紙の記入
内容から不審点を
抱き、声掛けをお
こなっていただい
たことで特殊詐欺
を見破り、被害を
未然に防止するこ
とができた好事例
です。

件 数 金 額

R５年

R４年

増 減

１０

２１

－１１

約１，４６０万円

約９，０２０万円

約－７，５６０万円

2月中

特殊詐欺発生状況
件 数 金 額

R５年

Ｒ４年

増 減

２３

４１

－１８

約７，５３０万円

約１億１，１６０万円

約－３，６４０万円

1～2月

令和５年１月～2月の状況

コンビニエンスストアが利用される還付金詐欺！

２月は、コンビニエンスストアの店舗内に設置されたＡＴＭに誘導して振込みをさ
せる還付金詐欺を認知しました。
還付金詐欺は、令和３年2月頃から令和４年上半期にかけて特に被害を多く認知し、

全て金融機関の店舗内ＡＴＭのほか、商業施設やスーパーなどに設置された店舗外Ａ
ＴＭに誘導される手口でした。しかし、令和３年２月以降では、今年１月に県内で初
めてコンビニエンスストアの店舗内に設置されたＡＴＭに誘導して振込みをさせる手
口を認知すると、以降２月も続けて認知しています。

特殊詐欺被害の未然防止

還付金詐欺の一例

被害者の自宅の固定電
話に市役所職員をかたる
者から「保険料の還付金
があります。申請書を
送っているが届いていま
すか。」などと電話があ
り、続けて、「利用口座
の金融機関を教えて欲し
い。」などと言われる。

金融機関職員を名乗る
者から電話があり、「今
日中に手続きをする必要
があるのでコンビニに
行ってください。」「コ
ンビニに着いたら電話を
してください。」などと
言われる。

被害者がコンビニエ
ンスストアに赴き、携
帯電話で指示された電
話番号に電話をかける
と、ＡＴＭの操作方法
を指示され、いつの間
にか犯人の口座に送金
をさせられる。


